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　　第 2 章　農山村の視点からの集落問題　　　小田切徳美（ 明治大学農学部地域ガバナンス論研究
室教授）





















　本章は， 1 中山間地域とは何か， 2 国土計画と過疎問題， 3 条件不利地域の振興， 4 東アジア共同
体時代の中山間地域，₅ 山村再訪，₆ 集落と自治体，₇ 中山間地域と新たな公益セクター，からなる。
　これまでに国土計画は ₆ 回作成され（全国総合開発計画：全総1₉₆2年，新全総₆₉年， 3 全総₇₇年，











































































　本章は，1 地域経済の認識，2 集落と地域の経済，3 地域経済のとらえ方，4 地域経済循環の事例，


















































　本章は， 1 観光と地域振興， 2 観光による「過疎地域」「中山間地」「限界集落」の活性化の歴史，

































　本章は， 1 はじめに， 2 集落の小規模・高齢化と基礎的な生活圏の現状， 3 新たな地域運営のネッ
トワークを創設する社会実験， 4 持続可能な地域運営の方向性〜主体，分野，空間をつなぎ直す〜，
































　第 1 章からは，戦後国土計画が ₆ 回あり，それらを通じて“地域の均衡ある発展”を追求が一貫し
ているということ，その推移において200₈年の国土形成計画においてアジア諸国との連携，新たな
公＝市民との連携という視点が打ち出されたこと，である。
　第 2 章からは，中山間地域で進行しているのは「人」，「土地」，「むら」の空洞化にとどまらず，さ
らにより深い「誇り」の空洞化であること，「限界集落化」防止が重要課題でその防止策の重要点が
示されていたこと，である。そして，中山間地域の問題の対極には東京一極集中・滞留があり，両問
題の克服，都市と農村の共生関係の構築が課題であるということ，である。
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　第 3 章からは，数字例により，地域で生み出したものを域外に移出してマネーを獲得し，それを地
域内に投資をして生産を拡大・多様化する，これを持続することの重要さを示したこと，著者のこの
手法はいくつかの自治体に取り入れられているが，このような持続的地域経済循環におけるマクロ経
済学的分析手法の有効性ということ，である。
　第 4 章からは，観光による地域再生の試みの説明，具体例から推移を知ることができた。今という
時代の人の生き方，旅のあり方に相応しい観光を地域の再生に結び付ける可能性ということ，である。
ただし，まえがき，第 1 章で強調されたアジア諸国からの中山間地域への観光は今後の期待にとどま
るように思われる。
　なお，観光による地域再生には「やはり基本は，地域において，農業，漁業，林業などが自立して
いること」という，中山間地域における地域特性を生かした農業・林業・水産業とそれらの加工業に
ついての営みについて分析した一つの章が本書にあってよかったのではないか。また，地域住民にとっ
ては不可欠の生活関連・医療・学校問題などの中山間地域における状況についても同様である。
　第 ₅ 章からは，地域維持・再生に不可欠の持続可能な地域運営には，主体をつなぎ直す・分野をつ
なぎ直す・地域空間のつなぎ直すことによる地域住民の人と人をつなぐネットワークの創出が必要で
ある，ということである。そして，都市集中型石油文明が中山間地域の激しい過疎現象，集落消滅・
限界集落をもたらしたが，都市の都市集中型石油文明社会自体が限界となった今，中山間地域再生を
脱石油，脱温暖化の文明への転換と捉える，という見解，これで本書が結ばれていることである。
　各章に地域再生の具体的事例が示されていた。中山間地域の具体事例の静岡県水窪町（現浜松市天
竜地区に属す）・長野県下伊那地方（飯田市を中心とする地域），地域経済循環の事例の島根県出雲市
吉田町（旧飯石郡吉田村）・岡山県英田郡西粟倉村，限界集落における観光の取り組みの事例の長野
県飯山市の柄山集落・岩手県田野畑村机地区（漁業・水産業の事例），島根県中山間地域における新
たな結節機能の創設によるネットワーク創生という社会実験の羽須美エリア＝NPO法人を中心とした
集落支援センター構築モデル・弥栄エリア＝地域マネージャー配置による地域・大学連携モデル，な
どである。これによって各地で多様なの地域的取り組みが行なわれていることを知ることができた，
そして地域再生を望めるようになることができた。
Ⅲ　知りたい・考えたいと思うこと
　学ぶことの多い本書であるが，さらに知りたい，考えたいと思うことをあげたい。
　その一つは，国土計画そのものについてである。
　 ₆ 回の国土計画が一貫して目標とした“地域の均衡ある発展”は現在の国土形成計画に至るまでの
ものは，すべてそれを果たせなかった。端的にいえば実現していない。それのみか状況は深刻化して
いる。なぜ，達成できず，事態はより深刻になったのであろうか。
　そもそも，“地域の均衡ある発展”が一貫した目標というが，全総以来，国土計画の主目標は何で
あったのか。拠点開発，大規模プロジェクト構想はそれなりに達成され，「成功」したのではないか。
それが本来の目標であり，地域の均衡ある発展は，副次的であったのであろうか。そしてどのような
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問題点があり，それについての異なる，さらには批判的意見はあったのか，それはどのように扱われ
たのであろうか。このようなことを知りたいと思った。
　本書第五章は，それまでの考察の後に，「わが国は，田園地域が『過疎』で悩んでいるほとんど唯
一の国である」，としている。第二は，なぜわが国だけなのか，その理由についての言及はないが，
このことについて見解を聞きたい，と思った。
　昨年夏，フランスの西南部の農村に滞在した。「山並みの頂き近く羊群れ」はそのときの句であるが，
小高い山並みの頂き近くまで林と草地が入り交じり，家畜が放牧されている。平地も放棄地は見当た
らなかった。若者の都市への流出はあるが，子どものある農家は子どもが農業を引き継ぐという。そ
こで感じたことは西洋の村々は近代化過程においてつくりかえられたという歴史的背景があり，この
歴史的経緯と国の農業・農村政策が日本との相違をもたらしているのではなかろうか，ということで
ある。
　それと関連して，そこで農村事例としてあげられたイギリスもまた石油に大きく依存する。それに
もかかわらずむしろ人口増のイギリス農村と「過疎」の日本というこの違いから，より直截的に問わ
れているのは日本的石油文明の社会ということなのであろうか。
　第三は，これは本書の範囲外であろうが，環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）参加は，中山間地集落
問題との関連をどのように考えるのであろうか。あらゆる物の関税なしという原則により，アメリカ・
オーストラリアなどからの農畜産物の移入はさらに拡大されて農業は大きな打撃を受けるといわれて
いる。「中山間地域に人々が集う脱温暖化の郷づくり」の実現はいっそう困難となるであろう。本書
の著者によるこの問題についての著作に学びたい。
　本書は，各著者のこれまでの多くの研究成果を集約し集成したものとなっている。そして，本書は，
結びの「『限界集落』という言葉に目を閉ざすことなく，より広く・長い・深い視点で，中山間地域
の可能性を幅広い国民層で共有していきたいものである」にみずから応える，限界集落・中山間地域
の可能性を人々共有とするためのよき導きの書となっているといえよう。
 （ぎょうせい　2011年１月　XIII＋166＋ⅳページ）
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